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—短報—

はじめに
人間の生活を豊かにするため都市部を中心に

自然環境が人工的な環境に置き換わり，自然環
境の減少や分断が発生した．しかし，人工的な
環境でも生息環境を整えれば生物を呼ぶことは
可能であり，緑の回廊としての役割も期待され
ている（今井 1998）．また，生物多様性の保
全に対する関心は世界的に高まっており，各地
の公園緑地においても生物多様性の質を高める
取り組みが行われている（国土交通省 都市・
地域整備局 公園緑地・景観課 2010）．そのよ
うな中で，鳥類は環境の指標性が高いことから

（永田 2007），生物多様性の向上を目指すとき
には，鳥類相を豊かにすることがわかりやすい
目標となる．そして，人工的な環境を鳥類相豊
かなものにするため，緑地の環境と鳥類相に関
する情報の蓄積は重要である．

大学キャンパスの多くは芝生の広場や樹木が
ある緑地の一種であり，校舎など人工の構造
物が多いことが特徴である．いくつかの大学
キャンパスにおいて鳥類相が明らかになってお
り，それらの中には元々その土地にあった二次
林を有している場合がある（例えば新名・谷口 
2013，佐藤ほか 2003 など）．一方で，滋賀県
立大学キャンパスは，1995 年に開学する以前
は水田とグラウンドであり，樹木はすべて植栽
されたものであることが特徴である．よって，

本調査の情報は，学校及び工場，住宅地などの
人工物が中心となる環境を鳥類相豊かな緑地と
して創出するための新たな示唆となると考えら
れる．さらに，本研究は 2003 年から 2014 年
の長期にわたって調査しており，造成後に起こ
った鳥類の個体数及び出現率の変化の事例とし
ても重要である．

調査地および調査方法
調査地の環境

滋賀県立大学キャンパス（35°15'34"N 136°
13'07"E　以下当キャンパス）は滋賀県彦根市に
位置し，1995 年に開学した．面積は約 32 ha で，
ソ メ イ ヨ シ ノ Cerasus x yedoensis， ク ス ノ キ 
Cinnamomum camphora，ケヤキ Zelkova serrata

等の樹木が植栽されていた．主な水辺としては
「あひる池」（約 0.18 ha）と「こびわこ」（約
0.12 ha）と呼ばれる 2 つの池，およびキャン
パス中心部を取り囲む水路があった（図 1）．

「あひる池」の一部にはヨシ Phragmites australis

等の抽水植物が生育しており，「こびわこ」
に は ハ ス Nelumbo nucifera や ヒ メ ガ マ Typha 

domingensis が生育していた．グラウンドや広
場は定期的に草刈りが行われ，背の低い草地と
なっていた．

当キャンパス内の生物相については 13 科 32 
種・亜種の魚類（金尾 2009），5 科 8 種の淡
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水貝類（村上・中西 2014），水辺，草地，林
などに多様な昆虫が生息すること（中西・沢田 
2011）が報告されている．

当キャンパスの西側は住宅地となっており，
東側と南側は水田が広がっていた．北側に面す
る犬上川はタブノキ Machilus thunbergii やケヤ
キ，エノキ Celtis sinensis，マダケ Phyllostachys 

reticulata などによって構成される河辺林が残さ
れており，滋賀県を代表するホットスポットと
なっている（前迫ほか 2012）．なお，植物の
学名は Y-list に準拠した（<http://ylist.info/>　
参照日：2022 年 7 月 24 日）．

当キャンパスの環境の変化を把握するため
2003 年 10 月 29 日，2010 年 5 月 15 日，
2011 年 10 月 19 日に撮影された航空写真か
ら目視で水辺，植栽，建物を目視で判別して塗
りつぶし，画像内の色の面積比を求めるフリー
ウエア menseki Ver. 2.00 により当キャンパス
の総面積に対するそれぞれの環境要素の面積比
を算出した．その際に人間看護学部棟は 2003 

年の航空写真では建設中であったが，建物と判
別した．また，ヨシ等の水生植物が生育してい
る場所も水辺に含めた．植栽は樹冠から算出
し，全体から水辺，植栽及び建物を除いた部
分をその他とした． 2003 年及び 2010 年の航
空写真は国土交通省近畿地方整備局（<https://
www.kkr.mlit.go.jp/biwako/index.php> 参照日：
2004 年 7 月 15 日），2011 年は国土地理院地
図・航空写真閲覧サービス（<https://mapps.
gsi.go.jp/> 参照日：2016 年 9 月 5 日）を利用
した．

鳥類の記録と解析
当キャンパス内を一周するように約 1.6 km

のルートを設定し，ラインセンサス法で調査し
た（図 1）．調査は午前 7 時に開始し，時速 1
～ 2 km 程度で歩きながら半径 50 m 圏内にお
いて望遠鏡や双眼鏡で目視した鳥類及び鳴き声
を確認した鳥類を記録した．基本的には著者の
どちらかと学生 1，2 人を加えた合計 1 ～ 3 人

図1.　薮内・大見
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程度で調査した．調査範囲は大部分が当キャン
パス内だが，当キャンパスの東端を通る約 350 
m 間はコースの東側の水田を含めた．

調査は 2003 年 4 月から 2014 年 10 月にか
けて，月に 1 ～ 4 回の頻度で行った．2004 年
5 月，6 月，2005 年 3 月～ 5 月，2007 年 1 月，
2008 年 1 月，3 月，2009 年 6 月，8 月，10 
月，2010 年 1 月，2 月，9 月～ 11 月，2012 
年 1 月～ 4 月，6 月，9 月，11 月，2013 年 1 
月～ 2014 年 3 月は調査しなかった．　

ラインセンサス法では記録しにくい鳥類がい
ることや（大迫 1989，平野ほか 2009），調査
ができなかった期間を補完するため，調査時間
外にも発見した鳥類を随時記録した．また，繁
殖に関する行動も随時記録した．なお，当キャ
ンパスに人為的に放されていたアイガモ Anas 

platyrhynchos var. domesticusは記録しなかった． 
本研究では鳥類の個体数の変化を解析するた

め，年ごとの各鳥類種の総個体数を調査回数で
割った値と西暦との間で Spearman の順位相関
係数を算出した．同様に出現頻度についても，
各鳥類種のその年に観察された回数を調査回数
で割った値と西暦との間で Spearman の順位相
関係数を算出した．解析は 3 月から 8 月の繁
殖期を対象とし，繁殖期の記録が 3 年以上ある
鳥類種を対象とした．非繁殖期は調査回数が少
ない年があるため解析しなかった．また，冬鳥
については，当キャンパスへの飛来の多少が繁
殖の成功や他の越冬地の果実の実り具合といっ
た外部の影響を強く受けることから本研究での
解析から除外した．解析には R（version 4.0.3）

（R Core Team　2020） 及 び RStudio（version 
1.4.1103）（R Core Team　2020）を使用した．

他のキャンパスとの比較
樹林の有無による鳥類種の生息傾向を知るた

めに，当キャンパスを除いた鳥類の記録がある

14 キャンパスを樹林の有無で分け，それぞれ
の中で各鳥類種が確認されたキャンパスの割合
を調べた．

そのために，各大学にある環境要素の数を調
べた．環境要素は樹木の植栽，二次林などの樹
林，グラウンドや圃場などの開けた環境，池や
水路などの水辺に分類した．発達した林が植
栽されたものか二次林か判別できない場合は
樹林として評価した．調査は各論文の記載及び
調査年又は調査年に近い時期に撮影された航空
写真（国土地理院地図・航空写真閲覧サービス 
<https://mapps.gsi.go.jp/> 参照日：2021 年 3 
月 21 日）を基に行った．

また，各大学の総面積及び水辺面積と確認種
数の関係を調べた．総面積は各論文又は各大学
の web ページ，カタログから引用し，都留文
科大学についてはキャンパス外にも調査範囲が
あったため西（2007）の図より算出した．水
辺面積については，国土地理院地図（<https://
maps.gsi.go.jp/#5/36.104611/140.084556/&
base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0
t0z0r0s0m0f1> 参照日：2022 年 11 月 23 日）
を用いて算出した．水辺の鳥類種については，
水辺環境がある大学で確認された主に水面やヨ
シ原に生息するカモ科，カイツブリ科，ウ科，
サギ科，ツル科，トキ科，クイナ科，チドリ科，
シギ科，カモメ科，カワセミ科の鳥類，シマセ
ンニュウ，オオヨシキリ及びコヨシキリの種数
を合計した．

結果
当キャンパスの鳥類相

調査の結果，2003 年から 2014 年にかけて，
147 回（年平均 13 ± 6 回）の調査が行われ，
合計で 35 科 85 種の鳥類が確認された（表 1）．
また，当キャンパスで確認された鳥類種と隣接
する犬上川下流域の記録（濱田ほか 2007）を
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比較すると 85 種のうち 77 種が犬上川下流域
との共通種であった（表 1）．

確認された鳥類が主に生息する環境要素に注
目すると，植栽を利用するコゲラ Dendrocopos 

kizuki やシジュウカラ Parus minor，水辺を利用
するカモ類やサギ類，バン Gallinula chloropus，
オ オ ヨ シ キ リ Acrocephalus orientalis， 開 け た
環境を利用するキジ Phasianus colchicus やモズ
Lanius bucephalus，ヒバリ Alauda arvensis，人工
物を利用するツバメ Hirundo rustica やカワラバ
ト（ドバト）Columba livia のように様々な環境
要素を利用する種がいずれの調査年においても
含まれていた（図 3）．

繁殖については抱卵，巣への餌運びや巣立ち
直後のヒナを見たことで繁殖を確認した鳥類種
が 14 種，さえずりの確認や移動可能と思われ
る巣立ちビナを見たこと，造巣行動を見たこと，
巣を見つけたが卵や雛，成鳥を確認できなかっ
たことで繁殖の可能性があった鳥類種が 10 種
であった（表 1）．

興味深い記録としては，滋賀県内で個体数が
少ないヘラサギ Platalea leucorodia （日本野鳥の
会滋賀支部編 2010）の幼鳥が 2009 年 1 月か
ら 3 月にかけてアヒル池で確認された．ヘラサ

ギの幼鳥は当キャンパスで確認される直前に犬
上川河口で確認された（薮内 私信）．

キャンパスの環境の変化
2003 年から 2011 年にかけての環境要素の

構成の変化をみると，植栽の割合が 7％から
13％へと約 2 倍に増加した（図 2）．航空写真
からは 2010 年までに当キャンパスの北部に
新たに小面積の植栽が確認でき，その割合は
2010 年で全体の 0.1％，2011 年で 0.2％で
あった．また，2003 年にあった植栽の樹冠が
2010 年には大きくなったことが確認できた．
現場での観察では，成長がみられたのは主に樹
冠部分で，下層の草本層や樹木の実生は定期的
な草刈りによりほとんどみられなかった．

建物の割合に変化はないが，人間看護学部棟
は 2004 年に完成し，当キャンパス西部にある
工学部電子システム工学科棟が 2009 年に完成
した．

その他の部分にはグラウンド，駐車場，実験
圃場などが含まれ，大部分が背の低い草地であ
った．その他の割合の減少は，多くが植栽の
拡大により地面が見えなくなったためであっ
た．その他に含まれる部分の変化を詳しく見る

図2.　薮内・大見

図 2．キャンパスの環境要素の構成の
変化

Fig. 2. Changes in the composition of 
the campus environment.
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図3.　薮内・大見

図 3．各環境要素を主に利用する鳥類の比率の変化
Fig3. Changes in the ratio of birds that use each main habitat.

と，人間看護学部棟の東側の約 1 ha が白く地
面が見えていたが 2010 年には緑に覆われたこ
とが確認できた．現場での観察では，この場所
は 2004 年から 2005 年まで植生がほとんどな
い砂質の裸地であったが，2006 年以降シロツ
メクサ Trifolium repens 等が繁茂する草地となっ
た．

鳥類種の個体数と出現頻度の変化
繁殖期に行った調査は 77 回（年平均 7 ± 3 

回）であった．この中で個体数と出現頻度につ
いて条件を満たした 35 種について，定量的な
解析を行った（表 2）．記録個体数が多かった
のは，スズメ Passer montanus 48 ± 17 羽（年
間に観察された個体数の平均値±標準偏差，以
下同じ），ムクドリ Spodiopsar cineraceus 35 ±
14 羽，ドバト 30 ± 27 羽であった． 

個体数が有意に変化していたのは 4 種で
あり，顕著な減少傾向を示したのはコチド
リ Charadrius dubius（r= -0.877，P< 0.001，
N= 15） で，Holm-Bonferroni 法 で 補 正 し た

有意水準では有意ではなかったが，ドバト
（r= -0.855，P= 0.002，N= 15）， カ ワ ラ ヒ ワ 
Chloris sinica（r= -0.661，P= 0.027，N= 15）
は減少傾向，コゲラ（r= 0.760，P= 0.007，N= 
15）は増加傾向にあった．

出現頻度が有意に変化していたのは 5 種
であり，顕著な減少傾向を示したのはコチド
リ（r= -0.923，P< 0.001，N= 15） で，Holm-
Bonferroni 法 で 補 正 し た 有 意 水 準 で は 有 意
で は な か っ た が， コ サ ギ Egretta garzetta（r= 
-0.656，P= 0.028，N= 15）， カ ワ ラ ヒ ワ（r=  
-0.623，P= 0.041，N= 15）も減少傾向を示し
た．増加傾向にあったのはコゲラ（r= 0.731，
P= 0.011，N= 15），シジュウカラ（r= 0.631，
P= 0.037，N= 15）であった．

他のキャンパスとの比較
本研究では 21 の大学キャンパスの論文を確

認し，23 から 139 種が報告されていた（表
3）．面積と種数は S = cAZ （S ; 種数，A ; 面積，
c，z ; 定数）で表されることが知られており
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表
3．

 既
存

文
献

に
お

け
る

大
学

キ
ャ

ン
パ

ス
の

鳥
類

に
つ

い
て

の
調

査
の

概
要

と
確

認
種

数
．

調
査

場
所

の
環

境
要

素
を

植
栽

，
樹

林
，

草
地

・
圃

場
，

水
辺

に
大

別
し

，
含

ま
れ

る
環

境
を

○
で

示
し

た
．

確
認

種
数

の
内

，
標

識
調

査
で

の
み

確
認

さ
れ

た
種

数
を

括
弧

で
示

し
た

．
総

面
積

は
各

論
文

又
は

各
大

学
の

w
eb

ペ
ー

ジ
, カ

タ
ロ

グ
か

ら
引

用
し

，
都

留
文

科
大

学
に

つ
い

て
は

西
（

20
07

）
の

図
よ

り
算

出
し

た
．

Ta
bl

e 
3.

 O
ut

lin
e 

of
 th

e 
su

rv
ey

 o
n 

bi
rd

s 
on

 th
e 

un
iv

er
sit

y 
ca

m
pu

s 
in

 th
e 

ex
ist

in
g 

lit
er

at
ur

e 
an

d 
th

e 
nu

m
be

r 
of

 c
on

fir
m

ed
 s

pe
ci

es
.○

 s
ho

w
s 

th
e 

en
vi

ro
nm

en
t 

at
 e

ac
h 

su
rv

ey
 s

ite
.  

Th
e 

nu
m

be
r 

of
 s

pe
ci

es
 c

on
fir

m
ed

 o
nl

y 
by

 r
in

gi
ng

 is
 s

ho
w

n 
in

 p
ar

en
th

es
es

. T
he

 to
ta

l a
re

a 
w

as
 q

uo
te

d 
fr

om
 e

ac
h 

pa
pe

r 
or

 e
ac

h 
un

iv
er

sit
y's

 w
eb

 p
ag

e 
or

 c
at

al
og

, a
nd

 fo
r T

su
ru

 U
ni

ve
rs

ity
, i

t w
as

 c
al

cu
la

te
d 

fro
m

 th
e 

fig
ur

e 
by

 N
ish

i (
20

07
).

植
栽

P
la

n
ti
n
g

樹
林

F
o
re

st
開

け
た

環
境

O
p
e
n
 f
ie

ld
水

辺
W

at
e
rs

id
e

兵
庫

女
子

短
期

大
学

8
-

随
時

観
察

〇
〇

2
3

-
山

田
・
高

見
（
1
9
8
6
）

東
京

農
業

大
学

世
田

谷
キ

ャ
ン

パ
ス

1
3

-
ラ

イ
ン

セ
ン

サ
ス

、
定

点
観

察
〇

〇
2
6

-
竹

内
ほ

か
（
2
0
1
0
）

東
京

家
政

大
学

板
橋

キ
ャ

ン
パ

ス
6

-
随

時
観

察
〇

〇
2
9

-

浅
川

ほ
か

（
2
0
0
3
）

総
面

積
：
東

京
家

政
大

学
..  
数

字
で

見
る

家
政

大
<
h
tt

p
s:

//
w

w
w

.t
o
ky

o
-

ka
se

i.a
c
.jp

/
ab

o
u
t/

n
u
m

b
e
r.
h
tm

l>
参

照
日

: 
2
0
2
2
年

1
1
月

1
3
日

奈
良

教
育

大
学

1
4

-
ラ

イ
ン

セ
ン

サ
ス

、
随

時
観

察
〇

3
0

-
川

西
（
1
9
9
6
）

三
重

大
学

5
3

-
ラ

イ
ン

セ
ン

サ
ス

〇
〇

3
1

-
上

田
ほ

か
（
2
0
1
9
）

茨
城

大
学

農
学

部
キ

ャ
ン

パ
ス

1
2

-
ラ

イ
ン

セ
ン

サ
ス

、
随

時
観

察
〇

〇
3
4

-
堤

・
松

沢
（
1
9
9
0
a、

1
9
9
0
b
）

横
浜

国
立

大
学

4
5

-
随

時
観

察
〇

〇
〇

3
5

-
原

田
ほ

か
（
1
9
9
8
）

千
葉

大
学

園
芸

学
部

1
5

-
ラ

イ
ン

セ
ン

サ
ス

、
随

時
観

察
〇

〇
〇

4
2

-
佐

藤
ほ

か
（
2
0
0
3
）

総
面

積
：
千

葉
大

学
（
2
0
2
2
）

東
海

大
学

湘
南

キ
ャ

ン
パ

ス
5
0

0
.1

ラ
イ

ン
セ

ン
サ

ス
、

赤
外

線
セ

ン
サ

ー
カ

メ
ラ

〇
〇

4
7

4
佐

藤
ほ

か
（
2
0
0
7
）

広
島

大
学

東
広

島
キ

ャ
ン

パ
ス

2
4
9

5
.6

ラ
イ

ン
セ

ン
サ

ス
〇

〇
〇

〇
5
5

1
4

新
名

・
谷

口
（
2
0
1
3
）

総
面

積
：
広

島
大

学
．

大
学

案
内

．
大

学
概

要
．

土
地

・
建

物
<
h
tt

p
s:

//
w

w
w

.h
ir
o
sh

im
a-

u
.a

c
.jp

/
ab

o
u
t/

ab
o
u
t/

L
an

d_
b
u
ild

in
gs

>
 参

照
日

: 
2
0
2
2
年

1
1
月

1
3
日

名
古

屋
聖

霊
学

園
2
4

-
随

時
観

察
〇

〇
〇

5
6

-
申

（
2
0
0
4
）

都
下

自
由

学
園

1
0

0
.1

未
満

敷
地

を
区

画
に

分
け

、
各

区
画

の
鳥

を
記

録
〇

〇
〇

〇
6
2

5
内

田
ほ

か
（
2
0
0
3
）

信
州

大
学

農
学

部
5
3

0
.1

未
満

ラ
イ

ン
セ

ン
サ

ス
、

定
点

観
察

〇
〇

〇
〇

7
0

3

荒
瀬

（
2
0
1
5
）

総
面

積
：
信

州
大

学
．

信
州

大
学

に
つ

い
て

．
大

学
概

要
・
理

念
．

大
学

の
概

要
<
h
tt

p
s:

//
w

w
w

.s
h
in

sh
u
-

u
.a

c
.jp

/
gu

id
an

c
e
/
ph

ilo
so

p
h
y/

o
u

tl
in

e
/
>
 参

照
日

: 
2
0
2
2
年

1
1
月

1
3

日

都
留

文
科

大
学

2
2
0

-
ラ

イ
ン

セ
ン

サ
ス

、
随

時
観

察
〇

〇
〇

7
9

5
西

（
2
0
0
7
）

上
越

教
育

大
学

3
6

1
.6

ラ
イ

ン
セ

ン
サ

ス
、

標
識

調
査

〇
〇

〇
〇

8
1
(5

)
1
5

生
稲

・
中

村
（
2
0
1
0
）

滋
賀

県
立

大
学

3
2

0
.3

ラ
イ

ン
セ

ン
サ

ス
、

随
時

観
察

〇
〇

〇
8
7

3
1

本
研

究

神
戸

女
学

院
岡

田
山

キ
ャ

ン
パ

ス
1
4

-
ラ

イ
ン

セ
ン

サ
ス

、
随

時
観

察
〇

〇
〇

9
1

-
野

嵜
ほ

か
（
2
0
1
4
）

福
島

大
学

金
谷

川
キ

ャ
ン

パ
ス

4
3

0
.4

随
時

観
察

〇
〇

〇
〇

9
7

2
2

黒
沢

ほ
か

（
2
0
1
0
）

近
畿

大
学

奈
良

キ
ャ

ン
パ

ス
1
1
0

0
.6

ラ
イ

ン
セ

ン
サ

ス
〇

〇
〇

〇
1
0
5

7
桜

谷
（
1
9
9
6
）

総
面

積
：
桜

谷
（
1
9
9
9
）

鳥
取

大
学

5
0

-
ラ

イ
ン

セ
ン

サ
ス

、
標

識
調

査
、

随
時

観
察

〇
〇

〇
1
2
2
(4

)
-

村
田

ほ
か

（
2
0
1
1
）

玉
川

学
園

5
6

0
.4

ラ
イ

ン
セ

ン
サ

ス
、

随
時

観
察

〇
〇

〇
〇

1
3
9

3
1

箕
輪

ほ
か

（
1
9
9
3
）

確
認

種
数

N
u
m

b
e
r 

o
f

sp
e
c
e
s

引
用

文
献

C
it
at

io
n
s

調
査

場
所

S
u
rv

e
y 

si
te

調
査

方
法

S
u
rv

e
y 

m
e
th

od

環
境

要
素

E
n
vi

ro
n
m

e
n
t

総
面

積
T
o
ta

l 
ar

e
a

(h
a)

水
辺

の
鳥

類
種

数
N

u
m

b
e
r 

o
f

sp
e
c
ie

s 
in

w
at

e
rs

id
e

水
辺

面
積

W
at

e
rs

id
e

ar
e
a

(h
a)



143

（Arrhenius 1921），このモデルを元に最小二
乗法を用いて非線形の回帰分析を行うと大学キ
ャンパスの確認種数 S と総面積 A の関係は S = 
32.7 A0.19 で表され，残差分散は 991.1 であっ
た（図 4）．求めた曲線に当キャンパスの面積
を当てはめると 63 種であるのに対して実際の
確認種数は 87 種であり，当キャンパスの確認
種数は平均的な傾向よりも多かった．

環境については，面積の大小はあるもののす
べてのキャンパスに植栽があり，18 カ所に草
地・ほ場，14 カ所に樹林，9 カ所に水辺があ
った．そして，環境要素の数が多いキャンパス
ほど確認種数が多い傾向にあった（表 3，図 4）．
また，水辺面積と水辺の鳥類種数の関係を確認
種数と総面積の関係と同様に非線形の回帰分析
を行うと鳥類種数 S と水辺面積 A の関係は S = 
17.4A0.09 で表され，残差分散は 58.9 であった

（図 5）．求めた曲線に当キャンパスの水辺面積
を当てはめると 16 種であるのに対して実際の

確認種数は 31 種であり，当キャンパスの水鳥
種数は平均的な傾向よりも多かった．

当キャンパスと同様に樹林がないキャンパス
は東京農業大学世田谷キャンパス，東京家政大
学板橋キャンパス，奈良教育大学，三重大学，
東海大学湘南キャンパス及び茨城大学農学部キ
ャンパスだった．これらのキャンパスには東海
大学湘南キャンパスを除いて水辺もなく，東海
大学湘南キャンパスの水辺は抽水植物が生育し
ない小規模な池であった．また，当キャンパス
を除いて樹林と接していなかった．確認された
鳥類種数は樹林がないキャンパスの中で当キャ
ンパスが最も多かった．

樹林の有無による植栽を主に利用する鳥類種
の生息傾向を調べると，エゾビタキ Muscicapa 

griseisticta，コサメビタキ M. dauurica，オオル
リ Cyanoptila cyanomelana などが樹林のないキ
ャンパスで確認されにくい傾向があった（表1）． 

図4.　薮内・大見

S = 32.7 A0.19

図 4．大学キャンパスの総面積及び環境要素の数と確認種数の関係．シンボルはそれぞれ×：環境要素が 1
つのキャンパス，●：環境要素が 2 つのキャンパス，▲：環境要素が 3 つのキャンパス，■：環境要
素が 4 つのキャンパスを示す．白抜きのシンボルは滋賀県立大学を示す．

Fig4. Relationship between the species richness and the total area of the campus, in each class of 
environmental components. ×：A campus with one environmental component, ●：A campus with two 
environmental components, ▲：A campus with three environmental components（△：The University 
of Shiga Prefecture）, ■：A campus with four environmental components. The white symbol indicates 
the building of the University of Shiga Prefecture.
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考察
キャンパスで記録個体数が多かったのは，ス

ズメ，ムクドリ及びドバトであった．これら
は人工物に営巣する鳥類であり（三上 2019），
キャンパスには校舎をはじめ人工物が多いこと
を反映していると考えられる．しかし，人工的
な環境を好む鳥類種だけでなく，様々な環境要
素に生息する鳥類種を含む比較的多くの鳥類種
も確認された．そして，確認種数は面積から想
定される種数よりも多かった． 

各キャンパスの環境要素を見ると植栽及び草
地・ほ場を基本要素として樹林，水辺環境が加
わることで環境要素の数が増えていた．そして，
調査期間や方法，立地が異なるため単純な比較
は難しいが，環境要素の数が多いキャンパスほ
ど確認種数が多い傾向にあった（表 3，図 4）．
性質の異なる環境要素の組み合わせにより，そ
れぞれの環境要素を好む鳥類が飛来することで
確認種が多くなっていると考えられ，当キャン
パスも植栽だけでなく水辺や草地といった環境
要素が有ることで確認種数が多くなっていると
考えられる． 

一方で，当キャンパスには樹林がないが，樹
林がないキャンパスの中で最も多くの鳥類種が
確認された．樹林がないキャンパスの多くには
水辺もないか，あっても抽水植物が生育しない
小規模なものだったのに対して，当キャンパス
には池や水路があり，前述と同様に環境要素の
数が多いことが理由の一つと考えられる．それ
だけでなく，当キャンパスは水辺面積から想定
されるよりも多くの水辺の鳥類種が確認され
た．カモ類はヨシ原など遮蔽された場所を背に
できる池では全周囲に人が立ち入れる池と比べ
て幅が狭くても越冬すること（武田　1990），
バンはヨシなどの草むら（中村・中村 1995a），
オオヨシキリは主にヨシ（中村・中村 1995b）
に営巣することから，当キャンパスの池にはヨ
シ等の抽水植物が生育していたことで面積が小
さな水辺でもより多くの鳥類が確認できたと考
えられる．

さらに，村田ほか（2011）は鳥取大学にお
いて隣接する湖山池の存在がキャンパス内の鳥
類種数の増加に寄与していることを指摘してお
り，水辺があるだけでなく犬上川下流域と隣接

図 5．大学キャンパスの水辺面積と水辺の鳥
類種数の関係．白抜きのシンボルは滋賀
県立大学を示す．

Fig. 5. Relationship between the richness of 
the species associated with water and the 
area of the waterside. The white symbol 
indicates the building of the University 
of Shiga Prefecture.

図5.　薮内・大見

S = 17.4A0.09
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することによっても鳥類相が豊かになっている
と考えられる．例えば，ヘラサギは滋賀県内で
個体数が少ないこと（日本野鳥の会滋賀支部編
　2010），当キャンパスと犬上川河口で確認さ
れた個体は幼鳥であったこと，同時に観察され
なかったことから同一個体が犬上川から当キャ
ンパスに飛来した可能性が高かった．

植栽を利用する鳥類種に注目すると，当キャ
ンパスでは樹林がないキャンパスで確認されに
くいエゾビタキ，コサメビタキ，オオルリが確
認された．大規模樹林緑地から近い街区公園ほ
ど確認される鳥類種数が増加することが明らか
になっており（宮本ら　2019），樹林がないキ
ャンパスの中で唯一キャンパス外の樹林と接し
ていることで，これらの林の鳥が観察されたと
考えられる．

当キャンパスで確認された 85 種のうち 77 
種が犬上川下流域に生息する鳥類種との共通種
であったことからも，犬上川下流域の水辺及び
樹林から飛来する鳥類種が多いと予想される．

鳥類種の変化に注目すると調査期間中に個
体数や出現頻度が有意に変化したものがあっ
た．個体数の減少がみられたドバトは，工学部
棟の屋根で休息する姿が多く観察されたが，調
査期間中に新棟の建設による環境変化が影響し
た可能性があるが，詳細は不明であった．な
お，新棟の 3 階建で屋上を直接観察すること
が出来なかったがドバトが屋上に多数飛来して
いる様子はなく，新棟の建設により発見率が落
ちた可能性は低かった．また，ドバトの個体
数に最も影響すると考えられている食物の供
給（郭　2010）は調査当初から確認されなか
った．コサギは埼玉県において 1990 年中ごろ
から減少していることが報告されており（内田
　2017），当キャンパスでの出現頻度の減少は
全国的な傾向を反映している可能性がある．一
方で，一部は当キャンパスの環境変化が影響し

ていると考えられるものがあった．個体数及び
出現頻度が減少したコチドリは，植生に覆われ
ていない裸の砂礫地に営巣するが（山岸ほか　
2009），営巣に利用していた裸地がシロツメク
サ等の繁茂する草地となり営巣できなくなった
ことで減少したと考えられる． 

個体数と出現頻度が増加したコゲラ，出現頻
度が増加したシジュウカラの変化の理由として
樹木の成長が考えられる．当キャンパスの植栽
の割合は 2003 年から 2010 年にかけて 7％か
ら 13％へと約 2 倍に増加した．この期間に新
たに植栽された割合は小さく，植栽の割合（被
覆率）の増加は樹木の樹冠が拡大したためであ
った．当キャンパスには落葉樹も多く植栽され
ており樹冠の大きさは季節変化するが，2003 
年と 2011 年はともに 10 月の写真であり，季
節による差ではない．よって，樹木の成長によ
り樹冠が拡大したことがわかる．樹木の成長に
よって植生の階層構造が複雑になり（高砂・高
山　2011），植生の階層構造が発達するほど鳥
類種が多様になることが知られている（加藤　
1995）．下層植生の発達はほとんど見られなか
ったが，樹木の成長により樹冠の連続性がよく
なったことや，高木層の樹木の成長により階層
が出来たのではないかと考えられる．また，コ
ゲラは林が成長しきり古木・枯枝が多く生じる
状態になった部分に多く巣を掘ることが報告さ
れている（石田・多賀　1988）．これらのこと
から，樹木の成長によりコゲラ，シジュウカラ
の出現頻度や個体数が増加したと考えられる．

当キャンパスは植栽から水辺まで人工的に造
られた環境であるが，面積と確認種数の関係の
平均的な傾向より多くの鳥類種を確認でき，樹
林がないキャンパスの中で最も多くの鳥類種を
確認することが出来た．理由の一つは当キャン
パスの中に複数の環境要素が有ることで，特に
ヨシ等の抽水植物のある水辺が生息できる種数
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を増やしていると考えられた．人工物が中心の
緑地では一つのまとまった環境要素を造ること
は難しいが，緑地の中に含まれる環境要素の数
を増やすこと，面積が限られた水辺でも抽水植
物を配置する等の工夫が鳥類種の多様性のため
に重要と考えられる．もう一つは鳥類種の供給
源と考えられる犬上川下流域と隣接しているこ
とであり，緑地周囲の環境も鳥類相の豊さを左
右する重要な要素と考えられる．

また，本研究による長期的な調査から，キャ
ンパス造成から 10 年以上が経っても環境変化
や鳥類の変化が観察され，造成が終わった環境
も決して一定ではないことが明らかとなった．
環境や鳥類の変化は緑地の条件によって異なる
ことが考えられ，鳥類相豊かな緑地とするため
の情報の集積と活用が必要である．
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Changes in avifauna on the campus of The University of Shiga Prefecture
 from 2003 to 2014

Yoshihito Yabuuchi1,* & Tomoyuki Ohmi2

1. 878-2-A103 Aino-cho, Unzen-shi, Nagasaki ,Japan
2. 2946-7-101 Togakushitoyoka, Nagano-shi, Nagano, Japan

　
We investigated changes in the avifauna and the environment for 11 years  from 2003 to 

2014 on the University of Shiga Prefecture campus. As a result of this study, 85 species of birds 
from 35 families were confirmed. This avian diversity can be attributed to multiple environments 
on the campus and adjoining forests and waters. In addition, we observed some avifaunal changes 
such as increases in the occurrence frequencies of Japanese Tits Parus minor and Japanese Pygmy 
Woodpeckers Dendrocopos kizuki and the abundance of the latter species. These changes were 
presumed to be due to environmental changes such as the growth of trees. This study reveals that 
the environment and avifauna are still changing after more than 10 years since the founding of the 
campus.

Keywords: campus, park, avifauna, Long-term survey  
*: yy59swift@yahoo.co.jp


